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今回の学習範囲

1. 「クニ」の成立と王の出現

2. 中国の歴史書から知る倭国の姿

3. 『魏志』倭人伝と邪馬台国



農耕社会の成立により(ア.余剰生産物)をめぐる戦いがおこり、
各地に王を中心とした政治的なまとまりである「イ.クニ」が
成立した。

農耕社会の成立2▶1 「クニ」の成立と王の出現

1 「クニ」の成立

余剰生産物の多い｢ムラ｣

余剰生産物の少ない｢ムラ｣

対立
環濠集落

の出現
武器

戦いの時代

「ムラ」が政治的にまとまる

「クニ」の成立



王の出現！

王・戦士・民衆の身分差の
ある社会⇔縄文時代は平等社会



盛り土をした墓が出現し、地域的な特徴もみられた。副葬品
の青銅製の武器や中国鏡などは支配者の出現を示している。

農耕社会の成立２ ▶ 1 「クニ」の成立と王の出現

2 王の出現➔ほかの人々とは違う「墓」の出現

支石墓（しせきぼ）･･･九州北部中心
甕棺墓（かめかんぼ）･･･九州北部に多い
方形周溝墓･･･近畿を中心に九州から東北まで
四隅突出型墳丘墓･･･出雲地方
楯築墳丘墓…吉備地方

墳丘の
地域的特徴
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楯築墳丘墓
（岡山県）



副葬品



銅鐸や銅剣・銅矛・銅戈
などの青銅製祭器が用い
られた。その分布状況は、
共通の祭器を用いる地域
圏を示している。

資料集ｐ34

農耕社会の成立２ ▶ 1 「クニ」の成立と王の出現

3 青銅器

祭 器 中心地

銅鐸 近畿地方

平形銅剣 瀬戸内海中部

銅矛・銅戈 九州北部

細形銅剣 山陰地方

神を祀る儀式に使われた。





九州北部の倭人の｢クニ｣は百余
国に分立し、(ウ.楽浪郡)に定期
的に使節を送っていたことを中
国の歴史書(エ.『漢書』地理誌)
が記している。

農耕社会の成立2▶2 中国の歴史書から知る倭国の姿

1 前1世紀頃の倭国 教ｐ21
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。



倭の(オ.奴国)の王の使者が、洛陽で後漢
の光武帝から印綬を授けられたことが

(カ.『後漢書』東夷伝)に記されている。

農耕社会の成立2▶2 中国の歴史書から知る倭国の姿

2 1世紀頃の倭国 資ｐ4
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東アジアにおける印の分布



倭の国王帥升らが(キ.生口160
人）を安帝に献じた。また、倭国
で（ク.大乱）がおきたことなどが
『後漢書』東夷伝に記されている。

農耕社会の成立2▶2 中国の歴史書から知る倭国の姿
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3世紀になると、邪馬台国の女
王卑弥呼によって倭国の大乱
はおさまり、邪馬台国を中心
とした小国連合が成立した。

農耕社会の成立2▶3 『魏志』倭人伝と邪馬台国

1 3世紀の東アジアと邪馬台国

3世紀の東アジア
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卑弥呼は呪術的権威を
背景に政治をおこない、
魏の皇帝に使節を送っ
て(ケ.「親魏倭王」)の
称号と(コ.銅鏡百枚）
を賜った。

農耕社会の成立2▶3 『魏志』倭人伝と邪馬台国

2 女王卑弥呼

「景初三年」銘のある
三角縁神獣鏡

(神原神社古墳出土、島根県)
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『魏志』倭人伝の内容から邪
馬台国の社会には身分差があ
り、国家的諸制度が形成され
始めていたことがわかる。

農耕社会の成立2▶3 『魏志』倭人伝と邪馬台国

3 邪馬台国の社会

黥面文身(刺青）



邪馬台国の所在地で九州説と近畿説の論争が続いている。所
在地論争は、のちのヤマト政権の成立に深くかかわる問題で
ある。

農耕社会の成立2▶3 『魏志』倭人伝と邪馬台国

4 邪馬台国の所在地論争

近畿説…3世紀前半 近畿中央部～九州北部の政治連合
→ヤマト政権へ
九州説…3世紀前半 九州北部の政治連合→ヤマト政権
に統合されたか、東遷してヤマト政権を形成した

教科書ｐ22を読んでみよう。
あなたはどう考えるだろうか？



なぜ、邪馬台国九州説と近畿説があるのか？
魏志倭人伝の示す「邪馬台国への道のり」そのままでは邪馬
台国が海の中になってしまう。そこで…
Ａ．魏志倭人伝の示す｢距離｣が間違っている➜九州説の根拠
Ｂ． 〃 「方角」が間違っている➜近畿説の根拠



北
九
州
の
弥
生
遺
跡資料ｐ32



纒向遺跡

箸墓古墳



こ
ん
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に
あ
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邪
馬
台
国
の
候
補
地



まとめと振り返り

1. 「クニ」の成立と王の出現

農耕社会の成立により余剰生産物をめぐる戦いが発生した。それにより、
王を中心として「ムラ」が統合して「クニ」が成立した。

⒉ 中国の歴史書から知る倭国の姿

中国の歴史書から、中国大陸と交流していた九州北部の倭人や倭国王の姿
をうかがい知ることができる。

⒊ 『魏志』倭人伝と邪馬台国

邪馬台国では、国家的諸制度が形成され始めていた。そして、その所在地
は、のちのヤマト政権の成立に深く関係するので論争が続いている。


